
第２回平和祈念資料展示室
あり方検討委員会

📅 ⽇時：令和８年８⽉２５⽇（⽕）１０：００〜

📍 会場：県庁５号館２階　５２１会議室
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～
設置目的

宮崎県平和祈念資料展示室の移設を含めた今後の方向性や将来像、
新たな施設や展示の具体的内容等の展示室の諸問題について検討すること

検討内容

下記の検討事項について意⾒交換を⾏う。

① コンセプトについて ② 移設について ③ 展示内容・活用について

１．第1回平和祈念資料展⽰室あり⽅検討委員会の検討状況
 (１)検討内容
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～

【 基本コンセプト】

戦争の記憶を⾵化させないために、
若い世代をはじめ広く県⺠に対して平和の尊さを伝えていく

▼ 基本コンセプトの意義

戦争体験の継承
＋

平和学習

過去の戦争を記録するだけでなく、
平和について考える機会を提供する

遺族
＋

県民全体

遺族の思いを尊重しながら、
県民ー特に若い世代に平和を実感さ

せる

追悼
＋

発信

追悼と敬意を保ちながら、
平和の願いを発信する施設へ進化さ

せる

１．第1回平和祈念資料展⽰室あり⽅検討委員会の検討状況
 (２)コンセプト
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～


新しい展示室 駐車場や見学者に説明できるスペースの確保を。

スケジュール 令和9年度に移設整備を⾏い、
令和10年度に展⽰物移設完了。

移 設 先 県有施設活⽤の⽅向性で課題整理を。

展示内容・活用
教育委員会や総合博物館との連携や
収蔵資料の整理等についても今後検討を。
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１．第1回平和祈念資料展示室あり方検討委員会の検討状況
　（４）展示室の位置づけ（博物館法）

博物館法に基づき、博物館は３つの形態に区分される。
宮崎県平和祈念資料展示室は、「博物館類似施設」として整理する。

区 分 根拠条文 概 要 施 設 例

登録博物館 博物館法 第２条など
博物館法が定める要件（専門職員の配置、資
料の適切な管理・公開、年間開館日数など）
を満たし、「登録」を受けた施設。

・宮崎県総合博物館
・宮崎県立西都原考古博物館
・延岡城・内藤記念博物館　など

                                    博物館法 第31条
博物館に類する事業を行う施設のうち、一定
の基準を満たしているものとして、「指定」を
受けた施設。

・宮崎大学農学部付属農業博物館
・椎葉民俗芸能博物館　など

博物館類似施設 －
法律に基づく登録や指定を受けていないが、
展示や資料公開など博物館に似た機能・事業
を行っている施設。

・知覧特攻平和会館
・愛知・名古屋 戦争に関する資料館
・かながわ平和記念館　など

                                   
指定施設
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２．移設について
　（１）各施設比較検討表

区分 候補地 メリット デメリット・課題 検討状況

県有施設
(既存利用)

① 県庁 5号館 ○

② 県庁 9号館 ○

③ 県総合博物館 ×

民間施設 宮崎市内の
貸しオフィス等 ×

新設 専用施設の建設 ×

賃料負担がなく、運営コストを最小化可能・
公的施設内のため、行政との連携が容易・
庁舎駐車場を利用することで教育旅行等の受入
も可能
・

国登録有形文化財に指定されており、展示との
親和性が高い
・

交通アクセスが良い・

庁舎として使用中（会議室）であり、関係部署
との調整の可能性有り
・

文化財保護や災害対応の関係から、展示方法に
制限がかかる可能性有り
・

資料保護のため太陽光対策が必要・

賃料負担がなく、運営コストを最小化可能・
公的施設内のため、行政との連携が容易・
庁舎駐車場を利用することで教育旅行等の受入
も可能
・

１階部分は、展示室として活用しやすい・
交通アクセスが良い・

庁舎として使用中（日本のひなた宮崎国スポ・
障スポ）であり、大会後に関係部署との調整の
可能性有り

・

エレベーターがなく、バリアフリー面での課題
あり

・

既存の展示設備やノウハウを活用可能・
集客力や現展示との関連性有り・

独自の展示スペース確保が困難・
展示コンセプトに相違あり・

立地条件を選択しやすく、利便性を確保可能・
設備が整っており、早期移設が可能・

継続的な賃料発生・
展示用改修に制限がある場合が多い・
長期的な展示に課題有り・

理想的な展示導線や設備をゼロから構築可能・
象徴的な建物として独自の価値を付与・

莫大な建設コストと維持管理費が必要・
完成まで数年単位の期間を要する・
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■ 県庁 5号館

外観 1階ロビー

1階会議室 2階会議室

■ 県庁 9号館

外観 1階執務室

2階会議室 県庁 9号館の位置

【外観写真】 【1階ロビー】

【1階会議室】 【2階会議室】

【外観写真】 【1階執務室】

【2階会議室】 【位置図】

２．移設について
 (２)県庁５号館・９号館の外観・内観

候補地 メリット デメリット・課題 移設可能性
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２．移設について
　（３）県庁５号館・９号館の比較表

比較項目 県庁５号館 県庁９号館
現展示室
（遺族会館）

展示室場所 １階（一部） １階（全体） １階（一部）

展示室面積 １２０㎡程度 １１４㎡程度 ６０㎡

平和学習時の
団体受入

４０名程度
（2階会議室使用可（必要時））

４０名程度
（2階または3階会議室使用可（必要時）） ２５名程度

現在の利用状況 式典等に利用 宮崎国スポ・障スポで利用中 －

課題

・資料保護（太陽光対策）
　→ 展示方法の工夫が必要

・災害時一時避難場所
　→ 一時避難スペースの確保が必要

・エレベーターなし
・大通りからの視認性の悪さ
　→ 案内表示の工夫が必要

・施設の老朽化
・立地環境

※ 県庁舎の一部を使用した展示であり、建築基準法上は現状の用途（事務室）のままの取扱い。
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２．移設について
 （４）県庁５号館・９号館イメージ図 

■ 県庁 ５号館（１階）

図1：全体俯瞰図 図2：展示室①

図3：展示室② 図4：平 学習

■ 県庁 ９号館（１階）

図1：全体俯瞰図 図2：展示室①

図3：展示室② 図4：平和学習

イメージ① 3:2】 【イメージ② 3:2】

【イメージ③ 3:2】 【イメージ④ 3:2】

【イメージ① 3:2】 【イメージ② 3:2】

【イメージ③ 3:2】 【イメージ④ 3:2】
約１２０㎡約１２０㎡
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ① 愛知・名古屋　戦争に関する資料館

【視察写真、平面図、パース等を大きく挿入】
（ブラウザ上で画像をドラッグ＆ドロップ、またはコピー＆ペーストで貼り付け）
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ② 明治⼤学 登⼾研究所資料館
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ② 明治⼤学 登⼾研究所資料館
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ③ かながわ平和記念館
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ③かながわ平和祈念館
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ④ 知覧特攻平和会館
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２．移設について
　（５）県外施設の視察

■ ④ 知覧特攻平和会館
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３．展示内容・活用について
　（１） 現在の状況 

① 現展示物の内訳

内容 数 移設後

展示台 １４台 現状のまま移設展示

示

パネル １０枚 一部は新しく作成

その他

現展示物（参考写真）

【現展示室の写真を挿入】
（ブラウザ上で画像をドラッグ＆ドロップ、またはコピー＆

ペースト）

リフォームして展⽰

（千⼈針、遺書等）
複数点   現状のまま展⽰
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３．展示内容・活用について
　（１） 現在の状況

② 収蔵品の状況（分類別の内訳）

番号 分　類　内　容 収蔵品の数

1 軍事郵便・手紙・はがき類 450 点

2 写真・アルバム類 350 点

3 金銭・証券・債券類 200 点

4 書籍・手記・教本類 200 点

5 装備品・用具・日用品 200 点

6 蔵書等 300 点

7 その他（千人針、証明書、軍装品等） 600 点

－ 合　　計 2,300 点

－ うち常設展示 300 点

－ うち貸出展示 80 点
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３．展示内容・活用について
　（１） 現在の状況 

③ 来場者

令和5年度  ５９３ 名

令和6年度  ５７５ 名

令和7年度  ６６５ 名

④ 団体受入の運用と実績

【受入ルール】
・最大２５名程度まで
・２５名以上の場合は、２班に分かれて見学

年度 団体受入実績

令和5年度 小学校１校、２団体

令和6年度 小学校１校、１団体

令和7年度 高等学校２校、1団体

・コロナ禍においては教育旅行が県内へ集中したこともあり、
　令和２年度：11校、令和３年度：９校の受入実績。
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３．展示内容・活用について
　（２）展示内容の充実（請願）

■ 今後、充実させたいテーマ（案）

①

県内の特攻

宮崎県内の各基地から出
撃した特攻隊や隊員たち
の想いを伝える。

②

沖縄からの
学童集団疎開

宮崎県が受入先となった
沖縄からの学童集団疎開
を伝える。

③

県内各地での
空襲

県内各地の空襲被害を
地図や写真資料を用いて
伝える。
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３．展示内容・活用について
　（３）活用について

■ 活動実績（令和７年度）

項目 実施数 内容・対象

語り部講話 67 回 小・中学校

朗読劇 24 回 小・中学校

貸出セット 17 回 小・中学校

遺品展示 9 か所 県立図書館・市の追悼式
での展示

■ 活動風景（参考）

【活動風景写真を挿入】

【活動風景写真を挿入】
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３．展示内容・活用について
　（４）コンセプト実現に向けて 

■ 本検討委員会における主要な議論のポイント

🗣️

語り部講話等の
現在の取組の活用は？

・体験者の記憶をどう伝えるか
・より効果的な取組はないか

📢

特に若い世代に向けた
効果的な取組は？

・周知方法
・「自分事」として捉える体験型展示
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